
令和５年度における
つながりサポーター養成講座の試行実施に関する報告
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③相談者（相談を受ける人）になりうる層については、
「『認知症サポーター養成事業』を参考に、孤独・孤立の理解者を増やす活動として同養成講座のような仕組みを設け
る。」とまとめている。
⇒孤独・孤立についての理解・意識や機運を社会全体で高めていくために、
孤独・孤立の問題を抱える当事者等をサポートする人材（つながりサポーター）を養成する必要。

「つながりサポーター」を養成するため、標準テキストの作成等、サポーターを養成するための仕組みづくりを目的。
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令和５年度における取組について

10月 3月11月 12月 1月 2月

第１回
検討会

第２回
検討会

第３回
検討会

第４回
検討会

カリキュラム検討・テキスト作成

養成講座試行実施（全５回）

委託業者
契約

10月 委託業者との契約
養成カリキュラム検討

11月 第１回有識者検討会
12月 第２回有識者検討会

養成テキスト作成

1月 第３回有識者検討会
2月 養成講座試行実施（全５回）
3月 第４回有識者検討会
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2023年

2024年
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有識者検討会について

【検討会有識者構成】

つながりサポーターの養成テキスト等の作成に関する意見の収集・分析を行うことを目的として、孤
独・孤立対策に関わりのある有識者により構成される検討会の設置および運営を行なった。
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第１回
令和５年11月15日

○事業概要およびスケジュールの共有
○養成テキストの方向性の共有・議論
○試行実施場所候補に関する共有

第２回
令和５年12月18日

○養成テキスト案の共有
○試行実施場所の報告

第３回
令和６年１月18日

○養成テキスト最終稿の共有・議論
○試行実施に関する具体的調整

第４回
令和６年３月12日

○試行実施結果に関する共有
○こども版テキストに向けた検討
○次年度以降の本格実装に向けた議論
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つながりサポーター養成講座の方向性について

孤独・孤立にも関連する既存の養成講座が存在する中で、（ゲートキーパー、ひきこもりサポーター等）
近接する他領域の養成制度との棲み分けについて下図のとおり整理

つながりサポーター養成講座
→普段から福祉に携わっている人だけでなく、専門的知識をもたない国民全般も対象とした。
→専門家を育成するのではなく、日常の何気ない場面での気づきや声がけ等の意識づけを促し、

声を上げやすい社会環境づくりをしてくための普及・啓発を主たる目的としている。

つながりサポーター養成講座は、孤独・孤立に関する問題の普及・啓発を目的とする。
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養成テキストについて

項目 時間目安
1 はじめに 5分
2 孤独・孤立の何が問題か 13分
3 つながりを考えてみよう 5分
4 調査結果からわかること 8分
5 困ったときどうする？ 12分
6 相談窓口を知ろう 12分
7 地域の活動を知ろう 3分
8 最後に 2分

参考資料

つながりサポーターの養成に必要な基礎的知識や求められる能力等をまとめた標準テキストを作成。
また、養成講座の将来的な展開に向けて、講師に特別な資質や能力を求めず、
誰でも講師を務めていただけるように、標準テキストの章ごとの時間配分の目安や、留意事項および各
スライドにおける解説例を示した“講師用テキスト”も作成。

前半では、「孤独・孤立とは何か？」という基本的な知識に加えて、誰もが孤独・孤立に陥りやすくなっている社会背景、
身近にある孤独・孤立状態の例、孤独・孤立に関する調査データを紹介する。孤独・孤立は社会構造上発生しており、
個人の責任（自己責任）ではないということ、他人事でなく自身や身近なところで発生している問題であることを説明。
後半では、個人ワークを取り入れ、自分そして周囲の人が悩みや困りごとを抱えたときにできることを考えていただく。
さらに具体的な行動例を示すことで基本的な対応を学ぶとともに、対応する相談窓口や地域活動を紹介する。
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